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Grow up 南関中 

令和７年度スローガン：自分の限界に挑戦！ 

文責 校長 正川 公一 

 

 

 

  

 

     

第１学年フィールドワーク 

９月１７日（水）に、１年生はフィールドワークを行

いました。南関町の史跡や工場、販売店、事業

所、神社、お寺、窯元、福祉施設など２４カ所を１

２のグループで２カ所ずつ訪問しました。訪問先

との連絡調整は、地域学校協働活動推進員の

方にお願いし、現地での案内は、学校応援団や

伝楽人の方々にしていただきました。教育委員

会の方々にもお世話になり、地域・行政一体とな

って、子どもたちの学びを支えてくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

南関町の未来の学校について考えました 

南関町教育委員会の西山様と北嶋様の進行で
「南関町の未来の学校について考えよう」というワ
ークショップを行いました。南関町の人口や児童・
生徒数の推移、昨年度末に小・中学生にとったア
ンケート結果などの資料を説明していただいた
後、未来の学校のことを話し合いました。各班で
話し合ったことを発表して、共有しました。 

 

南関中文化の日に向けて 

本校は、１０月２４日（金）に「南関中文化の日」
を開催します。これまでの総合的な学習の時間
で学んだことの発表や意見発表、教科や部活動
で製作したものの展示、そしてクラス単位での合
唱コンクールなどを行います。合唱コンクールの
練習は、音楽の時間や始業前、昼休み等に各ク
ラスで始まっています。南関中文化の日に向け
て、自分（たち）の限界に挑戦し、夢に向かって
仲間とともに高まり合っていきます。 

 

消費者教育（第３学年） 

１０月６日（月）、５，６校時に、ＮＰＯ法人お金の学
校くまもとの徳村様、隈様に来校いただき、「消費
者教育」を行いました。通信販売の場面につい
て、一方的に話を聴くだけでなく、個人で考えた
り、グループワークを行ったりして考えました。大
人だけでなく、子どもたちにとっても「ネット通販」
は身近なものになっています。トラブルに巻き込ま
れないためにも「ポチッ」とする前に、しっかり「確
認」することが大切です。今日の学びを生かして、
「トラブルに巻き込まれない」ようにしましょう。も
し、巻き込まれたときは、「信頼できる相談先」に
助けを求めましょう。相談先の１つとして「消費生
活センター・消費者センター」の紹介がありまし
た。自分１人で抱え込まないで、困ったときは助け
を求め、助けを求められたときはその相手を助
け、よりより社会をみんなで作って、幸せな人生を
送っていきましょう。 

  

 

町制７０周年記念式典 

オープニングセレモニーでは吹奏楽部が素晴らしい演奏をし、 

式典の第二部で生徒会執行部が「未来への提案」を発表。 

全生徒が制作した竹灯籠で竹あかりモニュメントを彩りました。 


